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概要

ここでは、製品とこのマニュアルに関する基本情報を提供します。

関連トピック

このマニュアルについて（1ページ）
製品の概要（1ページ）
Cisco Prime Infrastructureのライセンスについて（2ページ）

このマニュアルについて

このガイドでは、VMwareに OVAとして Cisco Prime Infrastructure 3.7をインストールする方
法、Hyper-V仮想マシンに ISOとして Cisco Prime Infrastructureをインストールする方法につい
て説明します。またPrime Infrastructureをハードウェアアプライアンスとしても利用できます。
アプライアンスのインストール方法については、最新の『Cisco Prime Infrastructure Appliance
Hardware Installation Guide』を参照してください。このガイドでは、サポートされている Cisco
Prime Infrastructureバージョンの以前のリリースから Cisco Prime Infrastructure 3.7へのアップグ
レードおよび移行についても説明します。

この製品の構成および管理については、『Cisco Prime Infrastructure Administrator Guide』と
『Cisco Prime Infrastructure User Guide』を参照してください。

製品の概要

Prime Infrastructureは、有線またはワイヤレスアクセス、キャンパス、ブランチネットワーク
の包括的なライフサイクル管理、エンドユーザの接続性に対する豊富な可視性、およびアプリ

ケーションパフォーマンスの保証問題のための単一の統合ソリューションを提供します。Prime
Infrastructureは、企業 ITへの「個人所有デバイスの持ち込み」（BYOD）の実現し、新しい
サービスのロールアウト、モバイルデバイスのセキュアなアクセスと管理を加速します。アプ

リケーションパフォーマンスの可視性およびネットワーク制御とクライアントの認識とを緊密

に結びつけることで、Prime Infrastructureは、エンドユーザに妥協のない品質のエクスペリエ
ンスを保証します。Cisco Identity Services Engine（ISE）との緊密な統合によって、セキュリ
ティおよびポリシー関連の問題に関する視覚化が拡張され、これらを解決するための明確な手

順を含むクライアントのアクセス問題の全体像が示されます。

参照先：
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• Prime Infrastructureの機能と利点の概要については、最新の『Cisco Prime Infrastructure Data
Sheets』を参照してください。

•頻繁に使用される Prime Infrastructureの機能については、最新の『Cisco Prime Infrastructure
User Guide』を参照してください。

•管理者向け機能の詳細については、最新の『Cisco Prime InfrastructureAdministratorGuide』
を参照してください。

Cisco Prime Infrastructureのライセンスについて
Prime Infrastructureライセンスは、ユーザが使用可能な機能と、それらの機能を使用して管理
可能なデバイスの数を制御します。その他の参考資料は次のとおりです。

• Cisco Prime Infrastructureのライセンスの種類と注文方法については、『Cisco Prime
Infrastructure Ordering and Licensing Guide』を参照してください。

•購入したライセンスを適用する方法については、『Cisco Prime Infrastructure Administrator
Guide』を参照してください。

インストールを開始する前に

Prime Infrastructureをインストールする前に、次の項の作業を終了してください。

•システム要件について（2ページ）
• Prime Infrastructureのスケーリング方法（6ページ）

システム要件について

Prime Infrastructureの提供形態は、次の 2つに大別されます。

•仮想：Prime Infrastructure仮想アプライアンスは、Open Virtualization Archive（OVA）ファ
イルとしてパッケージ化されています。このファイルは、ユーザ側で用意する、VMware
ESXiを実行中の適格なサーバにインストールする必要があります。この形態の場合、任
意のサーバハードウェア上でアプライアンスを実行できます。また、企業ネットワークの

サイズに応じてそれぞれに最適化された4つのいずれかの設定で仮想アプライアンスをイ
ンストールできます。仮想アプライアンスの各サイズオプションに対応するハードウェア

要件および容量については、仮想アプライアンスのオプション（3ページ）を参照して
ください。

• Hyper V：Microsoft Hyper-V向け Cisco Prime Infrastructureを使用すると、シスコネット
ワーキングの利点をMicrosoft Windows Server Hyper-V展開に拡張できます。Hyper-V仮想
アプライアンスでの Cisco Prime Infrastructureの導入については、最新の『Cisco Prime
Infrastructure Installation and Migration Guide for Microsoft Hyper-V Virtual Machine』を参照し
てください。

•物理：物理アプライアンスは、ラック取り付け型サーバとしてパッケージ化されており、
Prime Infrastructureがあらかじめインストールされて設定されています。物理アプライア
ンスのハードウェア仕様および容量については、次を参照してください。物理アプライア

ンスオプション（3ページ）
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仮想アプライアンスのオプション

インストール時に、4つの導入設定オプションの中から 1つを選択できます。次の表で各オプ
ションの最小サーバ要件について説明します。

表 1 : Prime Infrastructureサーバの最小要件

ProfessionalStandardExpress-PlusExpress要件

ESXi 6.0、6.5、
または 6.7

ESXi 6.0、6.5、
または 6.7

ESXi 6.0、6.5、
または 6.7

ESXi 6.0、6.5、
または 6.7

VMwareバージョン

161684仮想 CPU1

24 GB16 GB16 GB12 GBメモリ（DRAM）

1.2 TB900 GB600 GB300 GBHDDサイズ

320 MB/s200 MB/s200 MB/s200 MB/sスループット（ディ

スク IOPS）

2.29 GHz2.29 GHz2.29 GHz2.29 GHz最低 CPU速度

1
任意の組み合わせでソケットとコアを設定できますが、必要な仮想 CPUの数に合わせる
必要があります。たとえば、16個の仮想 CPUが必要な場合は、4つのソケットと 4つの
コアや 2つのソケットと 8つのコアのように設定できます。

任意の Prime Infrastructureオプションを、ご使用のハードウェアの VMWare ESXi下で動作す
る Open Virtualization Archive（OVA）としてインストールすることができます。この実装を選
択した場合、使用するサーバは、表に示す選択したオプションの要件を満たすか上回っている

必要があります。

物理アプライアンスオプション

Prime Infrastructureは、Prime Infrastructure物理アプライアンスと Digital Network Architecture
Center（DNAC）アプライアンスで利用可能です。Prime Infrastructure3.7は、PRIME-NCS-APL-K9
（別名「Gen 1」）ではサポートされていません。Prime Infrastructure 3.7は、PI-UCS-APL-K9
（別名 Gen 2アプライアンス）、PI-UCSM5-APL-K9および PI-UCSM5-APL-U-K9（別名 Gen 3
アプライアンス）、DN1-HW-APL（別名DNACアプライアンス）でサポートされます。Prime
Infrastructure 3.4.xまたは 3.5.xを実行しているPrime Infrastructure物理アプライアンスは、Prime
Infrastructure 3.7にアップグレードすることができます。既存のセットアップに 3.1.x、3.2.x、
または 3.3.xバージョンがある場合、Prime Infrastructure 3.7バージョンにアップグレードする
には、最初に 3.4.xバージョンにアップグレードする必要があります。物理アプライアンスの
仕様は次のとおりです。

DNACアプライアンスGen-3
アプラ

イアン

ス

Gen-2
アプラ

イアン

ス

設定仕様
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44 C/88 T20C/40T10
C/20 T

CPU（コア数/スレッド
数）

ハードウェア仕様

256 GB64 GB64 GBメモリ

4X 1.8 TB4x1.2
TB

4x900
GB

ディスク容量

1、1、10（446（ブート可
能）、1787、3574（GB単
位））

1010RAIDレベル RAID

320 MBps320
MBps

320
MBps

ディスク I/O速度

505050同時使用 GUIクライア
ント

システムユーザ

555同時使用 APIクライア
ント

Prime Infrastructureは、Cisco DNA Centerアプライアンスの eth0として 10Gポートを使用しま
す。1Gポートを使用するには、次の手順を実行します。

1. [コンピューティング（Compute）] > [BIOS]に移動します。

2. [BIOSの設定（Conifgure BIOS）]タブを選択し、[詳細設定（Advanced）]タブを選択しま
す。

3. [LOMおよびPCIeスロットの設定（LOM and PCIe Slots Configuration）]リンクを展開しま
す。

4. [PCIeスロット：MLOMオプションROM（PCIe Slot:MLOM OptionROM）]および [PCIeス
ロット：MLOMリンク速度]ドロップダウンリストから [無効（Disabled）]オプションを選
択します。

5. リブート操作を実行します。

6. Prime Infrastructureをインストールします。

（注）

Gen-3アプライアンスは Prime Infrastructure 3.4.1以降サポートされています。

物理アプライアンスに Prime Infrastructureをインストールする場合は、ネットワーク管理 IPア
ドレスがすべての管理トラフィック（NETCONF、テレメトリ、SNMP）のギガビットイーサ
ネット 0インターフェイスに設定されていることを確認してください。

（注）
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Prime Infrastructureは、シスコから提供されるハードウェアに物理アプライアンスとしてイン
ストールされた状態で購入することもできます。詳細については、最新の『Cisco Prime
Infrastructure Appliance Hardware Installation Guide』を参照してください。

各インストールオプションの最大管理容量については、次を参照してください。 Prime
Infrastructureのスケーリング方法（6ページ）

アプライアンスのパフォーマンスを向上する方法

Prime Infrastructureアプライアンス（Gen 2と Gen 3）または DNACアプライアンスのパフォー
マンスを向上させるには、仮想ドライブの書き込みポリシーが [Write Back Good BBU]に設定
されていることを確認します。仮想ドライブの書き込みポリシーを設定するには、次の手順を

実行します。

手順

ステップ 1 CIMCWebインターフェイスを起動します（最新の『CiscoPrime InfrastructureApplianceHardware
Installation Guide』の「How to Set Up the Appliance」を参照）。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]タブをクリックして、モジュラRAIDコントローラ名をクリックし、
[仮想ドライブ（Virtual Drive）]タブをクリックします。。

ステップ 3 [仮想ドライブ（Virtual Drive）]タブを選択し、[仮想ドライブの編集（Edit Virtual Drive）]を
クリックします。

ステップ 4 表示されたダイアログボックスで [OK]をクリックします。

ステップ 5 [Write Policy]フィールドで、[Write Back Good BBU]を選択してから、[変更の保存（Save
Changes）]をクリックします。

RAIDコントローラを備えたカスタムハードウェアで ESXを実行している場合、Prime
Infrastructureのパフォーマンスと冗長性を最適化するために次の RAID設定をお勧めします。

• RAID 10

•最小 2 GBの RAIDキャッシュ

• Write Back Good BBUの使用

Webクライアントの要件
Prime InfrastructureユーザはWebブラウザクライアントを使用して、製品にアクセスします。
Webクライアントの要件は次のとおりです。

•ハードウェア：次のテスト済みサポートブラウザのいずれかに対応しているMacまたは
Windows 7あるいはWindows 10のラップトップまたはデスクトップ。

• Google Chrome 65以降

• Microsoft Internet Explorer 11（プラグイン不要）
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• Mozilla Firefox ESR 59以降

• Mozilla Firefox 59以降

•画面の解像度：Prime Infrastructureは 1366 x 768以上をサポートしますが、1600 x 900に設
定することをお勧めします。

Firefoxブラウザで証明書が厳密にチェックされるため、同じホスト名の異なる 2つの Prime
Infrastructureサーバを使用する場合は、次のエラーコードが表示されます。

• Failed : Error code: SEC_ERROR_REUSED_ISSUER_AND_SERIAL

これを回避するには、管理者 CLIを使用して PIサーバに CA署名付き証明書をインポートし
ます。CSRを生成して CA署名付き証明書をインポートするには、『Cisco Prime Infrastructure
3.5 Admin Guide』の「Import CA-Signed Host Certificates」を参照してください。

（注）

Prime Infrastructureのスケーリング方法
Prime Infrastructureにはさまざまなサーバインストールオプションがあります（システム要件
について（2ページ）を参照してください）。ネットワークの規模や複雑さに合ったオプ
ションが選択されていることを確認します。

次の表は、各オプションのデバイス、クライアント、イベント、NetFlowデータフローの最大
数、およびその他のスケールパラメータを示します。たとえば、Professionalオプションは、
200,000台のワイヤレスクライアントと 50,000台の有線クライアントを管理できます。

表 2 : Prime Infrastructureのインストールオプションの対応スケール（Assuranceを含む）

DNACア
プライア

ンス

ハード

ウェア

アプライ

アンス

（Gen
3）

ハード

ウェア

アプライ

アンス

（Gen
2）2

ProfessionalStandardExpress-PlusExpressパラメータ（最大

数）

24,00024,00024,00014,00010,0003000500デバイスの最大数

（有線およびワイヤ

レスデバイスの組み

合わせ）

20,00020,00020,00010,00050002500300ユニファイド AP

3,0003,0003,00025001500500300自律 AP

13,00013,00013,00010,00060001000300有線デバイス

10001000100080050055NAM
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DNACア
プライア

ンス

ハード

ウェア

アプライ

アンス

（Gen
3）

ハード

ウェア

アプライ

アンス

（Gen
2）2

ProfessionalStandardExpress-PlusExpressパラメータ（最大

数）

100010001,000800500255コントローラ

50,00050,00050,00050,00050,00050,0006000有線クライアント

200,000200,000200,000150,00075,00030,0004000ワイヤレスクライア

ント

12121210611CiscoMobility Services
Engine（MSE）

40,00040,00040,00030,00025,00050001000変更クライアント（5
分ごと）3

100010001000500300100100イベント維持率（イ

ベント数/秒。
syslog、トラップ、シ
ステムイベントを含

む）

6006006003502107070Syslogレート

300300300100602020トラップレート

10010010050301010システムイベント

レート

80,00080,00080,00040,00016,00030003000NetFlowレート（1秒
あたりのフロー）4

12,000,00012,000,00012,000,0006,000,0002,100,000720,000144,000サポートされる時間

単位ホストレコード

350,000350,000350,000250,000250,00050,00012,000インターフェイス

8000080000800008000020000——コンプライアンス違

反制限 5

404040302055有効 NAMデータ
ポーリング
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DNACア
プライア

ンス

ハード

ウェア

アプライ

アンス

（Gen
3）

ハード

ウェア

アプライ

アンス

（Gen
2）2

ProfessionalStandardExpress-PlusExpressパラメータ（最大

数）

100,000100,000100,000100,00048,00080002400ポーリングインター

フェイス（トランク

ポートのポーリン

グ）

25002500250025002500500200サイト数/キャンパス
数

15015015015015010050グループ：ユーザ定

義 +アウトオブザ
ボックス +デバイス
グループ +ポートグ
ループ

10001000100010001000100100ロケーショングルー

プ

750750750750750500100仮想ドメイン

5050505025105同時使用 GUIクライ
アント

5555522同時使用 API（また
はノースバウンドイ

ンターフェイス）ク

ライアント

2
コンプライアンスは、Standard、Professional仮想アプライアンス（OVA）、Gen 2アプラ
イアンス、Gen 3アプライアンス、および DNACアプライアンスでのみサポートされて
います。Express、Express Plus、Standardまたは Professionalにリサイズされている OVA
ではサポートされていません。サポートされていないOVAまたは物理アプライアンス上
で Prime Infrastructureを実行して、コンプライアンスを有効にする場合は、3.7 Standard
または Professional OVAまたは Gen2アプライアンスまたは Gen 3アプライアンスまたは
DNACアプライアンスのフレッシュインストールを実行してから、バックアップ/復元を
使用して古いサーバから新しいサーバにデータを移行する必要があります。『CiscoPrime
Infrastructure 3.7 Administrator Guide』の「Enabling Compliance Services」を参照してくださ
い。

3
変更クライアントとは、APをまたいでローミングしているワイヤレスユーザまたは AP
に対するアソシエートとアソシエート解除を繰り返しているワイヤレスユーザのことで

す。
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4 NetFlowレートは、フロー内の一意のクライアントの数によって異なります。サポートさ
れる NetFlowレートは、1日あたりの時間単位ホストレコード（またはサーバ/クライア
ントとアプリケーションの一意の組み合わせ）の変換後の数にも基づきます。

5 Professional仮想アプライアンスのコンプライアンス違反が 80000を超える場合、コンプ
ライアンスジョブにデータが表示されません。

ユニファイドAP/ワイヤレスクライアントの範囲は、表に記載されている指定の制限内で選択
してください。AP数またはクライアント数が指定された制限を超えると、Prime Infrastructure
に「インスタンスで使用されている PGAメモリが PGA_AGGREGATE_LIMITを超過しました
（PGA memory used by the instance exceeded PGA_AGGREGATE_LIMIT）」というエラーメッ
セージが表示されます。

（注）

PnPプロビジョニング用にサポートされるスケール

•プロファイルごとの最大デバイス数：100

• APIC-EM制限ごとの同時導入の最大数：50（スレッド）

（注）

デバイスとCisco Prime Infrastructureサーバ間で許容される遅延レベルを維持することをお勧め
します。遅延が大きいと、サーバでデバイスを管理できなくなったり、バックグラウンドタス

クの実行が遅くなったりする場合があります。一般的に、WANを介してPrime Infrastructureで
多数の APと Cisco Virtual Wireless Controllerを管理する場合にこのような状況が発生します。
このような状況では、デバイスの応答時間がPrime Infrastructureの影響を受けないように、ロー
カル設定で Prime Infrastructureをインストールすることを推奨します。

重要

サービスプロバイダーWi-Fiのスケーリング方法

次の表に、サービスプロバイダーWi-Fiのパラメータを記載します。

表 3 :サービスプロバイダーWi-Fiのスケーリング

最大サポート数パラメータ

20,000APの数

100,000クライアントの数

300秒持続トラップレート

400/秒（10分間）バーストトラップレート
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オペレーションセンターのスケーリング方法

オペレーションセンターを使用している場合の推奨事項を以下に示します。

• Standard OVAインストールオプションを使用します。

•ネットワークがオペレーションセンターと管理対象デバイス間で次のパフォーマンスレ
ベルを提供していることを確認します。

•帯域幅：250 Kbps

•遅延：5ミリ秒以下。これは厳密な要件ではありませんが、オペレーションセンター
は最も低速な管理対象インスタンスと同じ速度にしかなりません。遅延が大きいほ

ど、全体的なパフォーマンスは遅くなります。ボトルネックとなっている可能性があ

る管理対象インスタンスを特定するには、オペレーションセンターの [サーバの管理
とモニタリング（Manage & Monitor Servers）]ページの [ネットワーク遅延（Network
Latency）]列を使用します。

•オペレーションセンターによって管理されるすべてのインスタンスがPrimeInfrastructure
3.7を実行していることを確認します。

自分のペースで Prime Infrastructureの新しいバージョンを導入するために、オペレーションセ
ンターでは常に Prime Infrastructureの現在と最終バージョンの両方のインスタンスの管理をサ
ポートしています（「N-1管理」とも呼ばれます）。例：オペレーションセンター管理サーバ
を 3.7にアップグレードする場合、そのサーバを使用して Prime Infrastructure 3.6.xインスタン
ス、およびアップグレードした 3.7 Prime Infrastructureインスタンスの管理を継続することがで
きます。

オペレーションセンターをアップグレードする場合は、次のことを確認してください。

•オペレーションセンターをアップグレードする前に管理対象インスタンスを削除します。

•オペレーションセンターをアップグレードします。

•管理対象インスタンスを再度追加します。

（注）

次の表は、オペレーションセンターのスケーリングパラメータのリストを示します。

表 4 :オペレーションセンターのスケーリング

最大サポート

数

オペレーションセンターパラメータ

15管理対象インスタンスの数

100同時使用 GUIクライアント

物理アプライアンスオプションについては物理アプライアンスオプション（3ページ）、イ
ンストールオプションのスケーリング情報については Prime Infrastructureのスケーリング方法

Cisco Prime Infrastructure 3.7クイックスタートガイド
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（6ページ）セクションの下の表を参照してください。詳細については、最新の『Cisco Prime
Infrastructure Administrator Guide』の「Set Up Operations Center」を参照してください。

データセンターのスケーリング方法

次の表に、データセンターのパラメータを記載します。

表 5 :データセンターのスケーリング

DNACアプ
ライアンス

ハードウェア

アプライアン

ス（Gen 3）

ハードウェア

アプライアン

ス（Gen 2）

ProfessionalStandardデバイスパラメー

タ

30003000300030002500Cisco Nexusデバイ
ス

データセ

ンタース

イッチ

20002000200020002000Cisco UCS Bシリー
ズデバイス、Cisco
UCS Cシリーズデ
バイス

仮想イン

フラスト

ラクチャ

141414147VMware vCenter

1219121912191219472VMwareホスト

151515158VMwareクラスタ

12,00012,00012,000120005500仮想マシン

18,64818,64818,6481864810587合計

CDBのスケーリング方法

次の表は、CDBパラメータ用にディスク上のおおよそのサイズを持つレコードの数を示しま
す。

表 6 : CDB向けにサポートされているスケーリング

DNACアプ
ライアン

ス

ハード

ウェアア

プライア

ンス（Gen
3）

ハード

ウェアア

プライア

ンス（Gen
2）

ProfessionalStandardExpress-
Plus

ExpressCDB/イン
ストール

タイプ

6156000000

45 GB

6156000000

45 GB

6156000000

45 GB

123120000

950 MB

123120000

950 MB

123120000

950 MB

123120000

950 MB

CoreConv
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DNACアプ
ライアン

ス

ハード

ウェアア

プライア

ンス（Gen
3）

ハード

ウェアア

プライア

ンス（Gen
2）

ProfessionalStandardExpress-
Plus

ExpressCDB/イン
ストール

タイプ

5022000000

40GB

5022000000

40GB

5022000000

40GB

100440064

750 MB

100440064

750 MB

100440064

750 MB

100440064

750 MB

ARTCltSvr

5808098304

5 GB *作
成済みの

カスタム

cdb数

5808098304

5 GB *作
成済みの

カスタム

cdb数

5808098304

5 GB *作
成済みの

カスタム

cdb数

100440064

500 MB *
作成済み

のカスタ

ム cdb数

100440064

500 MB *
作成済み

のカスタ

ム cdb数

100440064

500 MB *
作成済み

のカスタ

ム cdb数

100440064

500 MB *
作成済み

のカスタ

ム cdb数

（ユーザ

が作成し

た CDBあ
たりの）

カスタム
NetFLow

約 10GB約 10GB約 10GB約 6 GB約 3 GB約 3 GB約 3 GBその他の

CDBが使
用する

ディスク

容量

インストールオプション

Prime Infrastructureでは次のインストールオプションを提供しています。

•仮想マシンへの新規インストール：仮想マシンへのインストールを開始する前に（12ペー
ジ）を参照してください。

•物理アプライアンスへの新規インストール。物理アプライアンスに Prime Infrastructureが
プレインストールされているか、既存のアプライアンスにイメージをインストールするこ

とができます。仮想マシンまたは物理アプライアンスに Prime Infrastructureをセットアッ
プする（14ページ）を参照してください。

• Prime Infrastructureの以前のバージョンをアップグレード：Prime Infrastructureの以前のリ
リースからのアップグレード方法（16ページ）を参照してください。

仮想マシンへのインストールを開始する前に

仮想マシンに Prime Infrastructureをインストールする前に、次の手順を実行します。

•インストールされている VMware ESXiホストが到達可能なことを確認します。VMware
vSphere Clientをインストールする方法については、VMwareのマニュアルを参照してくだ
さい。ネットワークで仮想ホストが使用可能になった後、その IPアドレスを参照して、
VMware vSphere ClientをインストールできるWebベースのインターフェイスを表示でき
ます。

Cisco Prime Infrastructure 3.7クイックスタートガイド
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• Prime Infrastructure OVAが、VMware vSphere Clientのインストール先と同じマシンに保存
されていることを確認します。シスコとの取り決めに従って、OVAファイル
PI-VA-3.7.0.0.159.ovaをCisco.comからダウンロードするか、シスコが提供するインストー
ルメディアを使用します。Cisco.comに記載されているそのチェックサムを使用して OVA
ファイルの整合性を確認します。

仮想マシンに Prime Infrastructureをインストールする
次の手順では、仮想マシンに Prime Infrastructureをインストールする方法を説明します。OVA
を導入する前に、システム要件をすべて満たしていることを確認します。「システム要件につ

いて」と仮想マシンへのインストールを開始する前に（12ページ）の項を参照してください。

Esxi 6.5以降を使用している場合は、Webクライアントを使用して最新の OVAを展開できま
す。

（注）

手順

ステップ 1 VMware vSphere Clientを起動し、ESXiホストまたは vCenterサーバに接続します。

ステップ 2 [ファイル（File）] > [OVFテンプレートの導入（Deploy OVF Template）]の順に選択します。

ステップ 3 [参照（Browse）]をクリックし、ローカルマシン上の OVAファイルを保存した場所にアクセ
スしてから、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 OVFテンプレートの詳細ページで詳細を確認し、[次へ（Next）]をクリックします。

OVAの選択に基づいて、CPUリソースとメモリの半分が予約されます。（注）

[パブリッシャ（Publisher）]フィールドに Cisco Systems Inc.と表示されることを確認
します。

（注）

ステップ 5 [エンドユーザライセンス契約（End User License Agreement）]ウィンドウで、[同意する
（Accept）]をクリックしてから [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [名前と場所（Name and Location）]ウィンドウで、次の項目を指定します。

• [名前（Name）]フィールドに、新しい仮想マシンの名前を入力します。

• [インベントリの場所（InventoryLocation）]領域で、適切なフォルダを選択します（vSphere
Clientが ESXiホストに直接接続されている場合、このオプションは表示されません）。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [導入設定（Deployment Configuration）]ウィンドウで、目的の設定（Express、Express Plus、
Standard、Professionalなど）を選択し、選択した設定に必要なリソースを確認します。

最適なパフォーマンスを得るために、CPUおよびメモリリソースの 100%を予約する
必要があります。

（注）
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ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 [ホスト/クラスタ（Host/Cluster）]ウィンドウで、OVFテンプレートを展開するホストまたは
クラスタを選択してから、[次へ（Next）]をクリックします（vSphere Clientが ESXiホストに
直接接続されている場合、このオプションは表示されません）。

ステップ 11 [ストレージ（Storage）]ウィンドウで、システム要件について（2ページ）で説明されてい
る必要な領域の要件を満たすデータストアを選択し、[Next]をクリックします。

ステップ 12 [ディスクフォーマット（Disk Format）]ウィンドウで、[シックプロビジョニング（Thick
Provisioning）]を選択して仮想マシンの仮想ディスクをプロビジョニングしてから、[次へ
（Next）]をクリックします。仮想マシンに必要な空きディスク領域がない場合は、Prime
Infrastructureで障害が発生するため、シンプロビジョンは選択しないでください。

ステップ 13 [ネットワークマッピング（Network Mapping）]ウィンドウで、仮想マシンで使用するネット
ワークを選択してから、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 14 [完了の準備（Ready to Complete）]ウィンドウで、設定を確認し、[導入後の電源オン（Power
on After Deployment）]を選択してから、[完了（Finish）]をクリックします。

サーバのネットワーク速度および IOPSによっては、導入が完了するまでに数分かかることが
あります。

仮想マシンまたは物理アプライアンスに Prime Infrastructureをセットアップする
物理アプライアンスに Prime Infrastructureがプレインストールされているか、既存のアプライ
アンスにイメージをインストールすることができます。仮想マシンまたは物理アプライアンス

で Prime Infrastructureを設定および開始するには、次の手順を完了します。

手順

ステップ 1 仮想マシンを使用しいて電源がまだオンになっていない場合、VMware vSphereClientで導入し
た仮想アプライアンスを右クリックし、[電源（Power）]> [電源オン（PowerOn）]の順に選択
します。

ステップ 2 [コンソール（Console）]タブをクリックします。

サーバのブート後に、ローカルホストログインプロンプトが表示されます。

ステップ 3 ローカルホストログインプロンプトで、setupと入力します。

ステップ 4 コンソールから次のパラメータの入力を求められます。

• [ホスト名（hostname）]：仮想アプライアンスのホスト名。

• [IPアドレス（IP Address）]：仮想アプライアンスの IPアドレス。

• [IPデフォルトネットマスク（IP default netmask）]：IPアドレスのデフォルトサブネット
マスク。

Cisco Prime Infrastructure 3.7クイックスタートガイド
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• [IPデフォルトゲートウェイ（IP default gateway）]：デフォルトゲートウェイの IPアドレ
ス。

IPv6アドレスがインターフェイス上で手動で設定されていない場合、または動的
に検出された場合は、IPv6アドレスが自動的に設定されます。

（注）

• [デフォルトDNSドメイン（Default DNS domain）]：デフォルトのドメイン名。

• [プライマリネームサーバ（Primary nameserver）]：プライマリネームサーバの IPアドレ
ス。

• [セカンダリネームサーバ（Secondary name servers）]：セカンダリネームサーバの IPアド
レス（存在する場合）。最大 3台のセカンダリネームサーバを追加できます。

• [プライマリNTPサーバ（PrimaryNTP server）]：ユーザが使用するプライマリNetworkTime
Protocolサーバの IPアドレスまたはホスト名。（time.nist.govがデフォルトです）。

• [SecondaryNTP servers]：プライマリが利用できないときに使用されるセカンダリNTPサー
バの IPアドレスまたはホスト名。

• [システムタイムゾーン（SystemTimeZone）]：ユーザが使用する時間帯コード。『Cisco
Prime Infrastructure User Guide』の「Time Zones Supported By Cisco Prime Infrastructure」を
参照してください。

• [クロック時間（Clock time）]：サーバの時間帯に基づいた時刻。

• [ユーザ名（Username）]：最初の管理ユーザの名前（「admin」）。これは、コンソールま
たはSSHを使用してサーバにログインするために使用する管理者アカウントです。デフォ
ルトの adminを受け入れることができます。

• [パスワード（Password）]：管理ユーザパスワードを入力し、確認します。

Prime Infrastructureのパスワードは、安全な場所に保管してください。パスワードを
忘れた場合は、最新の『Cisco Prime Infrastructure Administrator Guide』の「 How to
Recover Administrator Passwords on Virtual Appliances」を参照してください。

ヒント

ステップ 5 これらの値の入力が完了すると、次のパラメータを求められます。

• [ハイアベイラビリティロール選択（High Availability Role Selection）]：インストールした
サーバをハイアベイラビリティ実装のセカンダリサーバとして使用する場合は、プロン

プトで yesと入力します。ハイアベイラビリティの登録に使用する認証キーを入力するよ
うに促されます。プロンプトに対して noと入力した場合、サーバはプライマリサーバ
（スタンドアロン）として動作し、インストールでは次のプロンプトが出されます。

• [高度なセキュリティ（Advance Security）]オプション：ルートシェルへのアクセス用の
プロンプトが表示されます。ルートシェルへのアクセスを有効にするには、プロンプトで

Yesと入力します。ルートシェルへのアクセスを無効にするには、Noと入力します。

• [Webインターフェイスルートパスワード（Web Interface Root Password）]：デフォルトの
ルート管理者が使用するパスワードを入力して確認します。これは、Prime Infrastructure
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Webユーザインターフェイスにログインし、別のユーザアカウントを設定するために使
用するルートアカウントです。

ステップ 6 インストールに進むには、[はい（Yes）]を選択します。ハイアベイラビリティオプションを
入力し直すには、[いいえ（No）]を選択します。

ステップ 7 これらの値の入力が完了すると、入力したネットワーク設定パラメータがインストール用アプ

リケーションによってテストされます。テストに成功すると、Prime Infrastructureのインストー
ルが開始されます。

ステップ 8 インストールが完了すると、アプライアンスがリブートし、ログインプロンプトが表示されま

す。

ステップ 9 ステップ 4で指定した「admin」ユーザ名とパスワードを使用して仮想マシンにログインしま
す。

ステップ 10 ncs statusコマンドを実行し（最新の『Cisco Prime Infrastructure User Guide』の「Check Prime
Infrastructure Server Status」を参照してください）、プロセスが再起動したことを確認します。
次のプロセスステータスが表示されるはずです。

•すべてのプロセスが稼動しています。

Prime Infrastructureの以前のリリースからのアップグレード方法
以下のバージョンの Prime Infrastructureから 3.7にアップグレードすることができます。

• Cisco Prime Infrastructure 3.6アップデート 1

• Cisco Prime Infrastructure 3.6

hostnamectlを使用してホスト名を設定すると、大文字が小文字に変更されます。Redhat 7およ
びCentOS 7には、ホスト名を永続的に設定する hostnamectlが用意されていますが、ユーザが
大文字を指定しても実際のホスト名は小文字のみになります。

（注）

複数のバージョンの Prime Infrastructureを実行していて、それらの Prime Infrastructureからデー
タを移行する必要がある場合は、Prime Infrastructureの以前のリリースからデータを移行する
（20ページ）を参照してください。

新しい Prime Infrastructureサーバにバックアップを復元するには、その Prime Infrastructureサー
バが前のサーバ以上のサイズでなければならないことに注意してください。Prime Infrastructure
のスケーリング方法（6ページ）を参照。

オペレーションセンター 3.1.x、3.2.x、3.3.x、3.4.x、3.5.x、3.6.xを 3.7にアップグレードする前
に、オペレーションセンターで管理されているすべての Prime Infrastructureインスタンスを、
Prime Infrastructure 3.1.x、3.2.x、3.3.x、3.4.x、3.5.x、3.6.xから Prime Infrastructure 3.7にアップ
グレードしてください。
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3.7のアップグレードでは、3.5上（アップデート 1以降を除く）の PI 3.5（アップデート 1以
降を除く）のバックアップと復元はサポートされていません。

（注）

以前のサポート対象バージョンの Prime Infrastructureからデータをバックアップするには、次
の手順に従ってください。

手順

ステップ 1 現在実行している Prime Infrastructureバージョンのリモートバックアップリポジトリをまだ
セットアップしていない場合は、セットアップします。詳細については、最新の『CiscoPrime
Infrastructure Administrator Guide』の「Using Remote Backup Repositories」の章を参照してくださ
い。

ステップ 2 現在実行している Prime Infrastructureバージョンのアプリケーションのバックアップを取り、
リモートリポジトリにバックアップを保存します。詳細については、最新の『Cisco Prime
Infrastructure Administrator Guide』の「Perform an Immediate Application Backup Using the CLI」
の章を参照してください。

ステップ 3 説明に従って、バックアップの整合性を確認します。データを移行する前に（20ページ）

次のタスク

次のいずれかの方法を使用して Prime Infrastructureをアップグレードできます。

•既存の 3.1.x、3.2.x、3.3.x、3.4.x、3.5.x、および 3.6.xシステムのインラインアップグレー
ドを実行する：インラインアップグレードの実行方法（17ページ）を参照してくださ
い。

•実行中のシステムでバックアップからデータを復元する：データを移行する前に（20ペー
ジ）を参照してください。

インラインアップグレードの実行方法

インラインアップグレードはシステムの移行より簡単で、新しいハードウェアも必要ではあり

ません。Prime Infrastructure 3.7では Prime Infrastructure 3.1.x、3.2.x、3.3.x、3.4.x、3.5.x、およ
び 3.6.xからのインラインアップグレードをサポートしています。

Prime Infrastructureは、3.5.xおよび 3.6.xから 3.7へのセカンダリサーバのアップグレードのみ
をサポートし、3.5より前のバージョンはサポートしません。Prime Infrastructureバージョン 3.7
でHAとプライマリサーバをペアリングするには、Prime Infrastructure 3.7 OVAイメージから新
しいセカンダリサーバをインストールするか、3.5.x_3.6.x_to_3.7アップグレードバンドルファ
イルを使用して 3.5.xおよび 3.6.xから 3.7にアップグレードし、高可用性実現のためプライマ
リサーバと統合します。詳細は、仮想マシンに Prime Infrastructureをインストールする（13
ページ）を参照してください。
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次の手順では、プライマリ Prime Infrastructure 3.1.x、3.2.x、3.3.x、3.4.x、3.5.x、3.6.xから Prime
Infrastructure 3.7にアップグレードする方法を説明します。

手順

ステップ 1 現在実行している Prime Infrastructureバージョンのリモートバックアップリポジトリを設定し
ます。詳細については、最新の『Cisco Prime InfrastructureAdministratorGuide』の「Use a Remote
Backup Repository」の章を参照してください。

ステップ 2 現在実行している Prime Infrastructureバージョンのアプリケーションのバックアップを取り、
リモートリポジトリにバックアップを保存します。詳細については、最新の『Cisco Prime
Infrastructure Administrator Guide』の「Perform an Immediate Application Backup Using the CLI」の
章を参照してください。

ステップ 3 「データを移行する前に」で説明しているようにバックアップの整合性を確認します。

ステップ 4 プライマリ Prime Infrastructureサーバから、既存のハイアベイラビリティ設定を削除します。
これは、次の選択肢のいずれかを使用して実行できます。

• Prime Infrastructureを起動して、[管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [ハイアベ
イラビリティ（High Availability）] > [HA設定（HA Configuration）]の順に選択し、[削除
（Remove）]をクリックします。設定モードが「HA未設定（HAnot configured）」に変更
したことを確認します。

•プライマリサーバがアクティブな Prime Infrastructureサーバであることを確認し、プライ
マリサーバの管理コンソールに移動して ncs ha removeコマンドを実行します。

ステップ 5 /localdiskディレクトリからバックアップファイル（拡張子が .tar.gzのすべてのファイル）を
別のサーバに移動し、/localdiskに80%の空き容量があることを確認します。詳細については、
最新の『Command Reference Guide for Cisco Prime Infrastructure』の「 copy and delete commands」
と「 show disks command」の章を参照してください。

ステップ 6 Cisco.comからアップグレードバンドル PI-Upgrade-31x_32x_33x_34x_to_3.7.0.0.159.tar.gzまた
は PI-Upgrade-35x_36x_to_3.7.0.0.159.tar.gzをダウンロードし、Cisco.comに記載されているそ
のチェックサムを使用して整合性を確認します。

ステップ 7 確認したアップグレードファイルをデフォルトリポジトリにコピーします。

例：

admin# copy source
disk
:/defaultRepo

ここで、

• sourceは、アップグレードファイルの URL、パス、およびファイル名（例：
FTP://<YourFTPServer>/(PI-Upgrade-31x_32x_33x_34x_to_3.7.0.0.159.tar.gzまたは
PI-Upgrade-35x_36x_to_3.7.0.0.159.tar.gz)）です。

• diskは、ディスクとローカル defaultRepoへのパスです。
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ステップ 8 Prime Infrastructureの現在のバージョンが 3.1.x、3.2.x、3.3.x、3.4.x、3.5.x、および 3.6.xである
ことを確認します。

ステップ 9 ローカルリポジトリ（defaultRepo）にバックアップファイルが含まれていないことを確認し
ます。

ステップ 10 ncs stopコマンドを入力して、Prime Infrastructureサーバを停止します

ステップ 11 コンソールからアプリケーションのアップグレードを実行することをお勧めします。仮想アプ

ライアンスの場合、VMコンソールからアプリケーションのアップグレードを実行できます。
物理アプライアンスの場合、KVM、VGA、またはシリアルコンソールからアプリケーション
のアップグレードを実行できます。（シリアルコンソールを使用する場合は、ボーレートが

9600に設定されていることを確認してください。

例：

admin# application upgrade PI-Upgrade-31x_32x_33x_34x_to_3.7.0.0.159.tar.gz
defaultRepo (For upgrading from 3.1.x, 3.2.x, 3.3.x and 3.4.x to 3.7)

admin# application upgrade PI-Upgrade-35x_36x_to_3.7.0.0.159.tar.gz defaultRepo (For
upgrading from 3.5.x and 3.6.x to 3.7)

この手順は、アプリケーションデータベースのサイズによっては、完了するまでに数時間かか

る場合があります。

ステップ 12 アップグレード完了後：

•管理コンソールで ncs statusコマンドを入力して、アプリケーションが動作していること
を確認します。

•ユーザに対して、アップグレードされたPrime Infrastructureサーバに接続を試行する前に、
Prime Infrastructureの古いバージョンにアクセスしたすべてのクライアントマシンのブラ
ウザでキャッシュをクリアするように指示します。

•アップグレードの前に外部の AAA（RADIUSまたは TACACS）を使用している場合は、
最新の『Cisco Prime Infrastructure Administrator Guide』の「Renew AAA Settings After Installing
a New Prime Infrastructure Version」を参照してください。

• Cisco Wireless LAN Controllerの管理に Prime Infrastructureを使用する場合は、「移行後
WLC構成を再同期する」を参照してください

•最新の『Cisco Prime Infrastructure User Guide』の「Synchronize Devices」で説明されている
ように、デバイスを同期します。
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Prime Infrastructureバージョン 3.5.xおよび 3.6.xから 2つのNICを使用する 3.7にアッ
プグレードすると、アップグレード後にネットワークが停止します。停止を回避する

には、次の手順を実行します。

展開後最初に電源を投入する前に 2つのNICを追加しないでください。また、2つの
NICを同時に追加することは推奨されません。

• VMware vSphereにログインします。

•デュアル NICを設定する必要がある仮想マシンを選択します。

•選択した仮想マシンの電源をオフにします。

•設定の編集を選択してから、2番目の NICを追加します。

•仮想マシンの電源をオンにします。

（注）

顧客が2つのネットワークインターフェイスで仮想マシンを実行している場合、パッ
チまたはアップグレードのインストール後、Primeインスタンスは自動的に再起動し
ます。

MACアドレスとネットワークインターフェイスが互いに一致するかどうかを確認
し、一致しない場合は手動で変更することをお勧めします。

（注）

データを移行する前に

追加 Prime Infrastructureサーバ（予備の Prime Infrastructureアプライアンスまたは新しい Prime
Infrastructure仮想マシン）を設定して、Prime Infrastructureのバックアップデータの妥当性を
チェックし、『Cisco Prime Infrastructure Administrator Guide』の「Restore an Application Backup」
で説明されているように復元操作を実行します。バックアップを検証するための追加 Prime
Infrastructureシステムがない場合は、少なくとも 2つのバックアップを取って、データ損失の
リスクを軽減します。

復元操作が機能しない場合、またはバックアップされたイメージに問題がある場合は、実動シ

ステムから別のバックアップを取るか、以前の Prime Infrastructureのバックアップからの復元
を試みます。

このバージョンの Prime Infrastructureをインストールする前に検証済みのバックアップを作成
できない場合は、Cisco TACでサポートケースをオープンします。

Prime Infrastructureの以前のリリースからデータを移行する
次の 3.1.x、3.2.x、3.3.x、3.4.x、3.5.x、および 3.6.xの Prime Infrastructureバージョンから Prime
Infrastructure 3.7に移行することができます。

• Cisco Prime Infrastructure 3.6アップデート 1

• Cisco Prime Infrastructure 3.6
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• Cisco Prime Infrastructure 3.5.1

• Cisco Prime Infrastructure 3.5アップデート 3

• Cisco Prime Infrastructure 3.5アップデート 2

• Cisco Prime Infrastructure 3.5アップデート 1

• Cisco Prime Infrastructure 3.5

• Cisco Prime Infrastructure 3.4.2

• Cisco Prime Infrastructure 3.4.1アップデート 2

• Cisco Prime Infrastructure 3.4.1アップデート 1

• Cisco Prime Infrastructure 3.4.1

• Cisco Prime Infrastructure 3.4

• Cisco Prime Infrastructure 3.3.1

• Cisco Prime Infrastructure 3.3

• Cisco Prime Infrastructure 3.2.2

• Cisco Prime Infrastructure 3.2.1

• Cisco Prime Infrastructure 3.2

• Cisco Prime Infrastructure 3.1.7

• Cisco Prime Infrastructure 3.1.6

• Cisco Prime Infrastructure 3.1.5

• Cisco Prime Infrastructure 3.1.4

• Cisco Prime Infrastructure 3.1.3

• Cisco Prime Infrastructure 3.1.2

• Cisco Prime Infrastructure 3.1.1

• Cisco Prime Infrastructure 3.1

以前のリリースの Prime Infrastructureを複数実行している場合（たとえば、バージョン 3.1.xま
たは3.6.x）、データを復元するために使用するバージョンを1つ選択する必要があります。複
数のバージョンのPrime Infrastructureからデータを復元することはできません。複数のバージョ
ンの Prime Infrastructureからデータを統合するには、以下を行います。

1. 以前の Prime Infrastructureバージョンを実行している 1つの Prime Infrastructureシステムに
対して復元操作を実行します。

2. 他の Prime Infrastructureシステムからデバイスインベントリおよびマップをエクスポート
し、その情報を Prime Infrastructure 3.5システムにインポートします。
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次の手順を開始して Prime Infrastructure 3.1.x、3.2.x、3.3.x、3.4.x、3.5.x、および 3.6.xから新し
くインストールした Prime Infrastructure 3.7サーバにデータを復元する前に、「データを移行す
る前に」を参照してください。

手順

ステップ 1 古いホストと同じリモートバックアップリポジトリを使用するよう、新しいPrime Infrastructure
ホストを設定します。詳細については、『Cisco Prime InfrastructureAdministratorGuide』の「Use
a Remote Backup Repository」を参照してください。

ステップ 2 『Cisco Prime Infrastructure Administrator Guide』の「Restore an Application Backup」で説明され
ているように、リモートリポジトリのアプリケーションバックアップを新しいホストに復元

します。

ステップ 3 プロセスが完了したら、次の作業を行います。

•ユーザに対して、アップグレードまたは復元された Prime Infrastructureサーバに接続を試
行する前に、古いバージョンの Prime Infrastructureにアクセスしたすべてのクライアント
マシンのブラウザでキャッシュをクリアするように指示します。

• Prime Infrastructureを使用して Cisco Wireless LAN Controllersを管理している場合は、『移
行後WLC構成を再同期する（23ページ）』を参照してください。

•『Cisco Prime InfrastructureUserGuide』の「Synchronize Devices」で説明されているように、
デバイスを同期します。

ステップ 4 新しい Prime Infrastructure 3.7サーバが動作可能になったら、以前のサーバを停止します。

移行後の保証データ

新しいPrime Infrastructure3.7仮想マシンまたはハードウェアアプライアンスにPrime Infrastructure
3.1.x、3.2.x、3.3.x、3.4.x、3.5.x、および 3.6.xを復元すると、Assuranceライセンスが自動的に
新しいサーバに適用されます。

Prime Infrastructure 3.7にデータを移動する際に、次の Assuranceデータは移行されません。

• Raw NetFlow情報
•カスタム NetFlowレポート
•パケットキャプチャファイル
•処理された非集約データ（PFRデータおよび URLなど）

5分、1時間、および 1日の集計データが Prime Infrastructure 3.1.x、3.2.x、3.3.x、3.4.x、3.5.x、
および 3.6.xから 3.7に移行されます。
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移行後WLC構成を再同期する
前のバージョンのバックアップをバージョン 3.1.x、3.2.x、3.3.x、3.4.x、3.5.x、および 3.6.xの
Prime Infrastructureに復元すると、CiscoWireless LANController設定のサーバのレコードが、こ
れらのデバイスに保管されている設定と同期していない状態になる場合があります。続ける前

に、次の手順でこれらを再同期します。

手順

ステップ 1 Prime Infrastructureにログインします。

ステップ 2 [インベントリ（Inventory）] > [ネットワークデバイス（Network Devices）] > [ワイヤレスコン
トローラ（Wireless Controller）]の順に選択します。Prime Infrastructureは、あらゆるCiscoWLC
を含む、管理対象のすべてのコントローラの一覧を表示します。

ステップ 3 デバイスを選択し、[同期（Sync）]をクリックします。

ステップ 4 他のすべてのWLCに対してステップ 2と 3を繰り返します。

インストール後のタスク

Prime Infrastructureのインストールが完了したら、この項の手順に従ってください。

Prime Infrastructureユーザインターフェイスにログインする（23ページ）

Prime Infrastructureを使用して開始する（24ページ）

Prime Infrastructureユーザインターフェイスにログインする
署名付き証明書を使用してクライアントと Prime Infrastructureサーバ間のセキュアな接続を保
証することを強くお勧めします。署名付き証明書の作成については、最新の『Cisco Prime
Infrastructure Administrator Guide』の「Import CA-Signed Certificates」を参照してください。

Webブラウザを介して Prime Infrastructureユーザインターフェイスにログインする手順は、次
のとおりです。

手順

ステップ 1 Prime Infrastructureをインストールし、起動したのとは別のコンピュータ上で、いずれかのサ
ポートブラウザ（システム要件について（2ページ）を参照）を起動します。

ステップ 2 ブラウザのアドレス行に、https://ipaddressと入力します。ここで ipaddress は、Prime
Infrastructureをインストールしたサーバの IPアドレスです。Prime Infrastructureユーザインター
フェイスに [ログイン（Login）]ウィンドウが表示されます。

初めて Prime Infrastructureにアクセスしたとき、一部のブラウザでは、サイトが信頼できない
という警告が表示されます。この場合は、指示に従ってセキュリティ例外を追加し、Prime
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Infrastructureサーバから自己署名証明書をダウンロードします。この手順が完了した後のブラ
ウザでは、ログイン時はいつも、その Prime Infrastructureサーバが信頼できるサイトとして受
け入れられます。

ステップ 3 仮想マシンまたは物理アプライアンスに Prime Infrastructureをセットアップする（14ページ）
で指定した管理者のユーザ名とパスワードを rootと入力します。

ステップ 4 [ログイン（Login）]をクリックして、Prime Infrastructureにログインします。ユーザインター
フェイスは、この時点でアクティブになり、使用可能になります。ホームページが表示されま

す。

ライセンスの問題が発生した場合は、アラートボックスにメッセージが表示されます。評価ラ

イセンスがある場合は、ライセンスの有効期限までの日数が表示されます。また、期限切れに

なったライセンスに対するアラートも表示されます。これらの問題に対処するために、[管理
（Administration）] > [ライセンス（Licenses）]ページに直接移動するオプションがあります。

ステップ 5 システムのセキュリティを確保するには、[管理（Administration）] > [ユーザ、ロール、および
AAA（Users, Roles & AAA）] > [パスワードの変更（Change Password）]を選択して、root管理
者のパスワードを変更します。

ユーザインターフェイスを終了するには、ブラウザのページを閉じるか、そのページの右上隅

の [ログアウト（Logout）]をクリックします。Prime Infrastructureユーザインターフェイス
セッションを終了しても、サーバ上の Prime Infrastructureはシャットダウンされません。

Prime Infrastructureのユーザインターフェイスセッション中にシステム管理者が Prime
Infrastructureサーバを停止すると、セッションが終了して、ブラウザに「The page cannot be
displayed.」というメッセージが表示されます。サーバが再起動したときに、セッションはPrime
Infrastructureに再び関連付けられません。新しい Prime Infrastructureセッションを開始する必
要があります。

Prime Infrastructureを使用して開始する
Prime Infrastructureをインストールした後、ネットワークの管理を開始するために、追加の作
業を実行する必要があります。管理者の場合は、最新の『Cisoc Prime InfrastructureAdministrator
Guide』の次のセクションを参照してください。

•保証付き Cisco Prime Infrastructureのデータソースを構成します。これには NetFlowと
Performance Agentを有効にすることが含まれます。

• Prime Infrastructureサーバのディスク容量の問題を管理する方法。

•新しい Prime Infrastructureバージョンのインストール後の AAA設定の更新

• Prime Infrastructureソフトウェアの更新

シスコのプラグアンドプレイアプリケーションのインストールの詳細については、『Cisco
Plug and Play Application Solutions Guide』を参照してください。
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ユーザは、最新の『Cisco Prime Infrastructure User Guide』の「Get Started with Prime Infrastructure
」の章に記載されているタスクを完了する必要があります。これらのタスクの完了後に、ネッ

トワークのモニタと設定を開始できます。

参考情報

次の項で、Prime Infrastructureおよびそのサポートオプションについて参考になる情報を提供
します。

• Prime Infrastructureと Assuranceで使用されるポート（25ページ）
• Prime Infrastructure仮想アプライアンスを削除する（28ページ）
•ナビゲーションおよびマニュアルの参照先（28ページ）
•関連資料（29ページ）
•マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート（29ページ）

Prime Infrastructureと Assuranceで使用されるポート
次の表に、Prime InfrastructureとAssuranceが使用するポートの一覧を示します。これらのサー
ビスを使用する場合は、次のポートがファイアウォールで開かれている必要があります。

表 7 : Prime Infrastructureと Assuranceで使用されるポート

使用法方向プロトコ

ル

ポート

エンドポイントは ICMPによって検出サーバからエンドポイント

へ

TCP/UDP7

デバイス間でのファイルの FTP転送双方向サーバ/デバイスTCP20、21

Cisco.comからのファイルのFTPダウン
ロード

サーバから Cisco.comへ

トラブルシューティングプロセス時に

エンドポイントへの SSH接続を開始
サーバからエンドポイント

へ

[TCP]22

Prime Infrastructureサーバに接続するに
は

クライアントからサーバへ

デバイスとの Telnet通信サーバからデバイスへTCP23

SMTP電子メールのルーティングサーバから SMTPサーバへ[TCP]25

TACACSを使用してユーザを認証サーバから TACACSサーバ
へ

TCP/UDP49

DNSサーバから DNSサーバへTCP/UDP53
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使用法方向プロトコ

ル

ポート

TFTPデバイスからサーバへUDP69

NexusデバイスのプロビジョニングサーバからデバイスへHTTP80

SNMPポーリングサーバからデバイスへUDP161

SNMPトラップレシーバポートエンドポイントからサーバ

へ

TCP/UDP162

HTTPSを使用した Prime Infrastructureへ
のブラウザアクセス（デフォルトでは

有効）。

クライアントからサーバへ[TCP]443

Prime Infrastructureサーバと cisco.comと
の間でのソフトウェア更新の確認のた

め。

サーバから cisco.comへ[TCP]443

DNA Centerへのデバイス、グループ、
マップ、CMXの移行。

Prime InfrastructureからCisco
DNA Centerサーバへ

[TCP]443

SyslogサーバデバイスからサーバへUDP514

通信用の NETCONFポートを開くにはPrime Infrastructureからデバ
イスへ

TCP830

RMIレジストリAAAサーバからサーバへTCP/UDP1099

プライマリおよびセカンダリの Prime
Infrastructure間の高可用性データベース
接続を設定する

プライマリサーバからセカ

ンダリサーバ、セカンダリ

サーバからプライマリサー

バ

TCP/UDP1522

RADIUSリモートアクセスサーバで
Prime Infrastructureユーザを認証

サーバから RASへUDP1645

RASからサーバ1646

サーバから RASへ1812

RASからサーバ1813

RMIサーバAAAサーバからサーバへTCP4444

Cisco DNA Centerと共存ツールへの
HTTPSを介した Prime Infrastructureへの
ブラウザアクセス

クライアントからサーバへTCP8078
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使用法方向プロトコ

ル

ポート

WLCデバイスからワイヤレスクライア
ントヘルスメトリクスを受信するため

の SSL（HTTPS）ポート

デバイス（Ciscoワイヤレス
コントローラバージョン 8.6
以降）からサーバへ

TCP8080

Health Monitor Webインターフェイス、
Apache/Tomcat JSPエンジン

クライアントからサーバへTCP8082

ユーザがハイアベイラビリティで準備

テストを実行する場合、プライマリサー

バとセカンダリサーバ間のネットワー

ク帯域幅速度を確認するためにヘルス

モニタプロセスで使用されます

クライアントからサーバへTCP8085

セカンダリサーバのソフトウェア更新

ページ

クライアントからサーバへTCP8087

NetFlowデータレシーバデバイスからサーバへUDP9991

LyncデータレシーバLyncサーバから Prime
Infrastructureサーバへ

TCP9992

パッシブ FTPファイル転送に使用する
ポート範囲（コントローラバックアッ

プ、デバイス設定、レポート検索など）

デバイスからサーバへTCP10022～
10041

プラグアンドプレイゲートウェイのプ

レーンテキストディスパッチャポート

エンドポイントからサーバ

へ

TCP11011 6

プラグアンドプレイゲートウェイの

SSLディスパッチャポート
11012

プレーンテキストプラグアンドプレ

イポート

11013

プラグアンドプレイゲートウェイの

SSLポート
11014

Coralは、デバイスから APおよびクラ
イアントデータを含むTDLベースのテ
レメトリを受け入れます。（17.12の
Cisco Catalyst 9800ワイヤレスコント
ローラに固有）

デバイスから CoralへTCP20830

Java Message Service接続用の SSLポー
ト

サーバからエンドポイント

へ

TCP616177
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6
プラグアンドプレイゲートウェイを Prime Infrastructureサーバと統合する場合に使用し
ます。

7 Prime Infrastructureプラグアンドプレイゲートウェイでのみ使用されます。

Prime Infrastructure仮想アプライアンスを削除する
次の方法を使用した Prime Infrastructureの削除では、サーバ設定およびローカルバックアップ
などのサーバ上のすべてのデータが削除されます。リモートバックアップがない場合、データ

を復元できなくなくなります。他の削除の方法については、最新の『 Cisco Prime Infrastructure
Admin Guide』の「How to Remove Prime Infrastructure」を参照してください。

手順

ステップ 1 VMware vSphereクライアントで、Prime Infrastructure仮想アプライアンスを右クリックします。

ステップ 2 仮想アプライアンスの電源を切ります。

ステップ 3 [ディスクから削除（Delete fromDisk）]をクリックして、Prime Infrastructure仮想アプライアン
スを削除します。

ナビゲーションおよびマニュアルの参照先

この章では、Prime Infrastructureの機能にアクセスするナビゲーションパス、および最新の
『Cisco Prime Infrastructure User Guide』と『Cisco Prime Infrastructure Administrator Guide』で機
能が説明されている章について詳細を説明します。

表 8 :ナビゲーションおよびマニュアルの参照先

Cisco Prime Infrastructure
Guidesの章

Cisco Prime Infrastructureでのナビゲーショ
ン

タスク

管理者ガイドのライセンスお

よびソフトウェアアップデー

ト

[管理（Administration）] > [ライセンスと
ソフトウェアアップデート（Licenses and
Software Updates）] > [ライセンス
（Licenses）]

ライセンスの追加

管理者ガイドのユーザ権限お

よびデバイスアクセス

[管理（Administration）] > [ユーザ
（Users）] > [ユーザ、ロール、および
AAA（Users, Roles & AAA）]

ユーザの管理

ユーザガイドのデバイスの追

加および整理

[インベントリ（Inventory）] > [デバイス
管理（Device Management）] > [検出
（Discovery）]

ネットワークの検出

管理者ガイドのユーザ権限お

よびデバイスアクセス

[管理（Administration）] > [ユーザ
（Users）] > [仮想ドメイン（Virtual
Domains）]

仮想ドメインのセッ

トアップ
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Cisco Prime Infrastructure
Guidesの章

Cisco Prime Infrastructureでのナビゲーショ
ン

タスク

ユーザガイドの Prime
Infrastructureの概要

[ダッシュボード（Dashboard）] > [概要
（Overview）] > [一般（General）]

モニタリングダッ

シュボードの使用

ユーザガイドのデバイスの構

成変更を自動化するテンプ

レートの作成

[設定（Configuration）] > [テンプレート
（Templates）]> [機能およびテクノロジー
（Features & Technologies）]または [モニ
タ（Monitor）] > [モニタリングツール
（Monitoring Tools）] > [モニタリングポ
リシー（Monitoring Policies）]

テンプレートを使用

した設定とモニタリ

ング

ユーザガイドのアラームおよ

びイベントの監視

[モニタ（Monitor）] > [モニタリングツー
ル（Monitoring Tools）] > [アラームおよ
びイベント（Alarms and Events）]

アラームの表示

ユーザガイドのデバイス構成

ファイルの管理

[インベントリ（Inventory）] > [デバイス
管理（Device Management）] > [設定アー
カイブ（Configuration Archive）]

デバイス設定のメン

テナンス

ユーザガイドのプラグアン

ドプレイを使用して新しいデ

バイスを導入する

[設定（Configuration）] > [プラグアンド
プレイ（Plug and Play）] > [ダッシュボー
ド（Dashboard）]

ネットワークに今後

追加されるデバイス

の再設定

関連資料

「Cisco Prime Infrastructure Documentation Overview」は、Prime Infrastructureに関する利用可能
なすべてのドキュメントの一覧を示します。

マニュアルの発行後に、マニュアルをアップデートすることがあります。マニュアルのアップ

デートについては、Cisco.comで確認してください。
（注）

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート

マニュアルの入手方法、サービス要求の申請、およびその他の情報の収集については、次の

URLで、毎月更新される『What’s New in Cisco Product Documentation』を参照してください。
シスコの新規および改訂版の技術マニュアルの一覧も記載されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』はRSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定する

こともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン 2.0を
サポートしています。
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